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演

中
国
憲
法
学
の
今
日
的
課
題

通西董

山村

昭幸
　次成
治郎

美訳

は
じ
め
に
1
中
国
憲
法
学
の
発
展
状
況
に
つ
い
て
ー

　
諸
先
生
方
並
び
に
友
人
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
こ
の
た
び
早

稲
田
大
学
総
長
、
西
原
春
夫
先
生
の
招
へ
い
を
受
け
、
早
稲
田
大
学
に
参

り
、
講
演
及
び
学
術
交
流
を
行
う
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
本
日
は
、
比
較
法
研
究
所
所
長
の
中
村
英
郎
先
生
を
は
じ
め
、

多
数
の
御
来
席
の
諸
先
生
方
に
「
中
国
憲
法
学
の
今
日
的
課
題
」
に
つ
い

て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
目
下
、
中
国
の
憲
法
学
界
で
論
争
と
な
っ
て
い
る
諸
問
題

の
う
ち
の
若
干
の
も
の
を
御
紹
介
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
前
に
ま
ず
簡

　
　
　
中
国
憲
法
学
の
今
日
的
課
題
（
董
・
西
村
目
通
山
）

単
に
憲
法
学
の
中
国
に
お
け
る
発
展
の
状
況
に
つ
い
て
少
し
述
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
憲
法
学
は
別
に
新
興
の
学
問
分
野
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
世
界
的
な

視
野
で
み
れ
ば
、
そ
れ
は
資
本
主
義
が
勃
興
し
た
の
ち
に
生
ま
れ
た
も
の

で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
革
命
か
ら
数
え
て
、
す
で
に
三
、
四
百
年
の
歴
史
が

あ
り
ま
す
が
、
中
国
で
は
百
年
足
ら
ず
の
歴
史
が
あ
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
中
国
憲
法
学
の
発
展
は
、
大
体
次
の
二
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で

ぎ
ま
す
。
つ
ま
り
、
第
一
期
は
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
前
の
時
期
で

す
。
大
体
こ
れ
は
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
の
時
期
で
く
く
れ

ま
す
。
第
二
期
は
建
国
後
の
時
期
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
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e
　
第
一
期

　
当
時
は
、
旧
中
国
の
封
建
専
制
制
度
の
も
と
に
あ
っ
て
、
民
主
主
義
憲

法
の
思
想
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
も
早
い
憲
法
の

観
念
は
、
欧
米
か
ら
伝
え
ら
れ
、
。
9
・
・
昏
岳
8
を
「
憲
法
」
と
訳
す
こ

と
に
い
た
っ
て
は
、
日
本
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
清
朝
末
期
に
か
つ
て
、
王
鱈
、
鄭
観
応
な
ど
の
少
数
の
知
識
分
子
が
西

洋
で
学
び
、
帰
国
後
、
西
洋
の
立
憲
状
況
を
論
じ
ま
し
た
。
の
ち
に
、
康

有
為
、
梁
啓
超
、
厳
復
な
ど
は
、
比
較
的
系
統
的
な
憲
法
思
想
を
も
つ
に

い
た
り
ま
し
た
。
か
れ
ら
は
中
国
も
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
の

よ
う
に
、
憲
法
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
当
時
の
清
朝
の
支
配
者
は
極
め
て
保
守
的
で
、
盲
目
的
に
尊
大

で
、
関
門
を
閉
じ
て
鎖
国
し
て
お
り
、
そ
れ
を
望
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
当
時
の
条
件
の
も
と
で
は
、
憲
法
学
を
う
ち
た
て
る
こ
と
は
不

可
能
で
し
た
。

　
憲
法
学
の
研
究
は
、
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
後
に
始
ま
り
、
次
の
よ

う
な
三
種
類
の
状
況
が
存
在
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
一
つ
は
、
反
動

的
な
政
府
の
た
め
に
奉
仕
す
る
法
律
学
者
が
、
当
時
の
支
配
階
級
が
こ
し

ら
え
た
憲
法
的
文
書
の
た
め
に
理
論
的
な
基
礎
を
提
供
し
、
世
論
を
デ
ッ

チ
上
げ
、
人
民
を
欺
き
ま
し
た
。
②
次
に
、
多
く
の
憲
法
学
者
は
著
作
を

出
版
し
、
教
室
で
講
義
す
る
に
あ
た
っ
て
、
た
だ
欧
米
の
憲
法
制
度
に
つ

い
て
若
干
の
客
観
的
な
紹
介
を
行
う
だ
け
で
し
た
。
例
え
ば
銭
端
昇
教
授

二
〇
二

の
『
比
較
憲
法
』
な
ど
の
よ
う
な
若
干
の
影
響
力
を
も
っ
た
憲
法
の
著
作

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
憲
法
学
の
観
点
に
局
限
さ
れ
た

も
の
で
し
た
。
③
最
後
に
、
一
部
の
進
歩
的
な
憲
法
学
者
は
、
当
時
の
状

況
が
苦
難
に
み
ち
、
闘
争
が
尖
鋭
で
あ
っ
た
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
法

学
に
つ
い
て
系
統
的
な
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
中
国
共
産
党
の
指
導
の
も
と
の
革
命
根
拠
地
に
お
い
て
、
毛

沢
東
の
著
作
の
な
か
に
、
憲
法
問
題
及
び
政
治
制
度
に
言
及
し
た
文
章
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
『
井
闘
山
闘
争
』
、
『
新
民
主
主
義
の
憲
政
』
、
『
新
民
主

主
義
論
』
、
『
連
合
政
府
に
つ
い
て
』
、
『
晋
綾
幹
部
会
議
に
お
け
る
講
話
』
、

『
党
の
七
期
二
中
総
会
に
お
け
る
報
告
』
や
『
人
民
民
主
独
裁
に
つ
い
て
』

な
ど
は
、
中
国
憲
法
を
研
究
す
る
う
え
で
の
重
要
な
文
献
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
旧
中
国
の
憲
法
学
が
そ
の
発
展
に
お
い
て
制
約
を
受
け

た
一
つ
の
重
要
な
原
因
は
、
民
主
政
治
の
実
践
の
欠
乏
と
い
う
こ
と
で

す
。　

⇔
　
第
二
期

　
第
二
期
は
中
華
人
民
共
和
国
を
う
ち
た
て
た
の
ち
の
時
期
で
あ
り
、
さ

ら
に
以
下
の
三
つ
の
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
①
第
一
段
階
（
一
九
四
九
－
五
六
）

　
こ
の
段
階
は
、
い
わ
ゆ
る
「
全
面
的
な
ソ
連
化
」
の
時
期
と
い
え
ま

す
。
こ
の
時
期
の
教
材
及
び
教
育
学
習
に
つ
い
て
い
え
ば
、
主
と
し
て
、

ソ
連
の
専
門
家
、
教
授
を
招
へ
い
し
て
授
業
を
行
っ
て
も
ら
い
、
か
つ
そ



こ
で
用
い
ら
れ
た
の
も
ソ
連
の
教
材
で
あ
り
、
教
育
学
習
計
画
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
割
り
ふ
り
な
ど
も
す
べ
て
、
フ
ル
に
ソ
連
式
の
や
り
方
に
し
た
が

い
ま
し
た
。
中
国
人
民
大
学
は
、
新
中
国
の
成
立
の
の
ち
、
中
共
中
央
と
当

時
の
政
務
院
（
国
務
院
の
前
身
）
が
創
立
を
決
定
し
た
、
最
初
の
社
会
主
義

の
新
型
大
学
で
あ
り
、
ま
た
法
律
系
（
法
学
部
）
を
最
も
早
く
設
置
し
た
学

校
で
も
あ
り
ま
す
（
北
京
大
学
法
学
部
は
、
一
九
五
四
年
に
よ
う
や
く
復
興
し
、

中
国
社
会
科
学
院
法
学
研
究
所
は
一
九
五
八
年
に
よ
う
や
く
設
立
さ
れ
ま
し
た
）
。

　
一
九
五
四
年
の
最
初
の
憲
法
が
採
択
さ
れ
た
の
ち
に
、
よ
う
や
く
中
国

自
身
の
憲
法
学
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
一
九
五
六
年
に
ソ
連
の
専
門
家
と

教
授
が
帰
国
し
た
の
ち
に
、
中
国
憲
法
学
は
は
じ
め
て
比
較
的
大
き
な
発

展
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
②
第
二
段
階
（
一
九
五
七
ー
七
六
）

　
し
か
し
、
一
九
五
七
年
の
反
右
派
闘
争
の
の
ち
か
ら
一
九
六
五
年
ま
で

は
、
そ
の
発
展
が
比
較
的
緩
慢
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
九
六
六
年
か

ら
一
九
七
六
年
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
「
文
化
大
革
命
」
の
十
年
に
お
い
て
は
、

憲
法
学
の
発
展
は
基
本
的
に
、
停
滞
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

　
③
第
三
段
階
（
一
九
七
七
－
現
在
）

　
そ
の
後
、
一
九
七
七
年
か
ら
一
九
八
○
年
ま
で
に
一
歩
一
歩
回
復
が
は

か
ら
れ
ま
し
た
。
と
く
に
、
党
の
十
一
期
三
中
総
会
の
の
ち
か
ら
よ
う
や

く
比
較
的
大
き
な
発
展
を
開
始
し
ま
し
た
。
一
九
八
五
年
十
月
、
中
国
憲

法
学
研
究
会
が
正
式
に
発
足
し
、
ま
た
一
部
の
省
や
市
で
も
、
相
つ
い
で

　
　
　
中
国
憲
法
学
の
今
日
的
課
題
（
董
・
西
村
”
通
山
）

地
方
的
な
研
究
会
が
発
足
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
中
国
の
憲
法
学
者

は
、
憲
法
の
理
論
と
実
践
に
つ
い
て
、
よ
う
や
く
組
織
的
に
学
術
交
流
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
憲
法
学
研
究
は
、
繁
栄
の
段
階
に
入

り
ま
し
た
。

　
状
況
を
簡
単
に
要
約
し
ま
す
と
、
以
上
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

二

当
面
の
中
国
憲
法
学
界
に
お
け
る
若
干
の
論
争
問

題
に
つ
い
て

　
こ
こ
で
私
は
、
次
に
当
面
の
中
国
憲
法
学
の
領
域
に
お
け
る
若
干
の
論

争
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
御
紹
介
し
ま
す
。

　
e
　
一
九
八
二
年
憲
法
の
基
本
原
則
は
何
か

　
ま
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
三
種
類
の
見
解
が
あ
り
ま
す
。

①
第
一
の
見
解
で
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
の
基
本
原
則
は
、
四
つ
の
基
本

原
則
（
の
堅
持
）
、
つ
ま
り
、
社
会
主
義
の
道
を
堅
持
し
、
人
民
民
主
独
裁

を
堅
持
し
、
中
国
共
産
党
の
指
導
を
堅
持
し
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主

義
、
毛
沢
東
思
想
を
堅
持
す
る
こ
と
、
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
考
え
ま

す
。
か
れ
ら
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
自
体
が
人
民
民
主
独
裁
の
社
会
主
義

国
家
制
度
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
こ
の
よ
う
な
国
家
制
度
は
ま

た
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
、
毛
沢
東
思
想
を
導
き
と
し
、
中
国
共

産
党
を
指
導
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
る
が
ゆ
え
に
、
四
つ
の
基
本

原
則
を
一
九
八
二
年
憲
法
の
基
本
原
則
と
み
る
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
三



　
　
　
比
較
法
学
二
一
巻
二
号

　
②
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
見
解
で
は
、
四
つ
の
基
本
原
則
は
た
だ
一

九
八
二
年
憲
法
の
指
導
思
想
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
一
九
八
二
年
憲
法
は
、

自
ら
の
若
干
の
基
本
原
則
を
も
っ
て
い
る
、
と
考
え
ま
す
。
か
れ
ら
は
、

四
つ
の
基
本
原
則
は
、
わ
が
国
の
す
べ
て
の
領
域
の
諸
活
動
に
お
け
る
共

通
の
指
導
原
則
で
あ
り
、
憲
法
も
自
ず
と
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
は
す
る

が
、
四
つ
の
基
本
原
則
で
も
っ
て
憲
法
自
体
の
原
則
に
と
っ
て
か
え
る
こ

と
は
で
き
ず
、
も
し
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
か
え
っ
て
四
つ
の
基
本
原
則

の
地
位
を
ひ
き
下
げ
、
憲
法
自
体
の
原
則
を
な
お
ざ
り
に
す
る
こ
と
に
な

る
、
と
考
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
八
二
年
憲
法
の
基
本
原
則
を
論

じ
る
際
、
あ
る
も
の
は
五
つ
、
あ
る
も
の
は
七
つ
、
ま
た
あ
る
も
の
は
十

一
を
あ
げ
、
決
し
て
そ
の
数
を
統
一
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
③
三
番
目
の
意
見
で
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
の
基
本
原
則
を
三
つ
の
レ

ベ
ル
に
分
け
て
考
え
る
べ
ぎ
だ
と
主
張
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
第
一
の
レ
ベ

ル
が
四
つ
の
基
本
原
則
、
第
二
の
レ
ベ
ル
が
憲
法
自
体
の
基
本
原
則
で
あ

り
、
第
三
の
レ
ベ
ル
は
、
公
民
は
法
律
の
前
で
一
律
に
平
等
で
あ
る
と
い

う
原
則
な
ど
の
よ
う
な
、
憲
法
の
具
体
的
な
原
則
で
す
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
私
は
次
の
よ
う
に
二
つ
の
事
柄
を
別
々
に
分
け

て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
九
八
二
年
憲
法

自
体
と
し
て
は
、
そ
の
指
導
思
想
及
び
基
本
原
則
は
と
も
に
四
つ
の
基
本

原
則
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
す
が
、
憲
法
学
と
し
て
は
、
さ
ら
に
そ
の
他

の
若
干
の
原
則
を
提
示
し
て
研
究
し
、
講
義
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
こ

二
〇
四

れ
は
別
個
の
問
題
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
四
つ
の
基
本
原
則
を
ど
の
よ
う
に
憲
法
に
記
載
す
る
か
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
起
草
時
に
異
な
る
意
見
が
存
在
し
ま
し
た
。
あ

る
も
の
は
、
四
つ
の
条
文
と
し
て
書
き
と
め
、
一
条
一
原
則
と
す
る
よ
う

主
張
し
ま
し
た
。
ま
た
あ
る
も
の
は
、
前
文
の
な
か
に
書
き
入
れ
る
こ
と

を
主
張
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
少
し
歴
史
的
状
況
を
紹
介
し
ま
す
と
、
一
九
五
四
年
憲
法
を
起

草
す
る
際
に
、
毛
沢
東
主
席
は
、
　
「
党
の
指
導
は
条
文
の
な
か
に
書
く
の

は
よ
く
な
い
。
共
同
綱
領
で
は
前
文
に
書
い
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
こ
の

毛
沢
東
主
席
の
意
見
は
正
し
い
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
八
二
年

憲
法
で
は
、
次
の
よ
う
に
処
理
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
四
つ
の
基
本

原
則
は
憲
法
前
文
の
第
七
段
に
集
中
し
て
書
く
。
②
第
一
条
に
は
た
だ
人

民
民
主
独
裁
と
社
会
主
義
制
度
だ
け
を
書
き
入
れ
る
。
③
憲
法
全
体
に
四

つ
の
基
本
原
則
の
精
神
を
貫
ぬ
か
せ
る
。

　
今
年
の
は
じ
め
、
全
人
代
常
務
委
は
決
議
を
行
い
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由

化
に
反
対
す
る
闘
争
に
お
い
て
、
憲
法
が
定
め
る
四
つ
の
基
本
原
則
を
武

器
と
し
、
指
導
思
想
と
し
ま
し
た
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
自
由
化
に
反
対
す
る
根
本
的
な
目
的
は
、
全
国
の
各
民
族

人
民
を
よ
り
緊
密
に
団
結
さ
せ
、
四
つ
の
基
本
原
則
を
堅
持
す
る
と
い
う

基
礎
の
う
え
で
、
よ
り
立
派
に
全
面
的
な
改
革
と
対
外
開
放
を
行
い
、
さ

ら
に
ず
ば
抜
け
た
成
果
を
あ
げ
つ
つ
、
中
国
の
特
色
を
も
つ
社
会
主
義
を



建
設
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。

　
⇔
　
中
国
の
人
民
民
主
独
裁
が
実
質
上
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
に
な

っ
た
の
は
い
つ
か

　
こ
の
問
題
は
比
較
的
大
き
な
論
争
問
題
で
あ
り
、
四
種
類
の
見
解
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　
①
第
一
の
見
解
は
、
一
九
四
九
年
の
建
国
の
時
か
ら
プ
冒
レ
タ
リ
ア
ー

ト
独
裁
が
始
ま
る
、
と
考
え
、
そ
の
主
な
根
拠
は
、
劉
少
奇
同
志
が
行
っ

た
党
の
八
全
大
会
に
お
け
る
政
治
報
告
で
す
。

　
②
第
二
は
、
一
九
五
二
年
か
ら
始
ま
る
と
考
え
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

一
九
五
二
年
に
（
党
が
）
過
渡
期
の
総
路
線
を
提
起
し
た
か
ら
で
す
。

　
③
第
三
の
意
見
は
、
一
九
五
四
年
か
ら
始
ま
る
、
と
考
え
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
一
九
五
四
年
憲
法
が
、
国
家
は
一
歩
一
歩
社
会
主
義
の
全
般
的
任
務

を
実
現
す
る
、
と
宣
言
し
た
か
ら
で
す
。

　
④
最
後
の
見
解
で
は
、
一
九
五
六
年
か
ら
始
ま
る
、
と
考
え
ま
す
。
と

い
う
の
も
一
九
五
六
年
は
わ
が
国
に
お
け
る
生
産
手
段
私
有
制
に
対
す
る

社
会
主
義
改
造
が
決
定
的
な
勝
利
を
獲
得
し
た
年
だ
か
ら
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
だ
、
と
思
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
中
国
の
人
民
民
主
独
裁
は
二
つ
の
発
展
段
階
を
経
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
第
一
の
段
階
で
は
、
全
国
で
革
命
が
勝
利
す
る
以
前
に
中
国
共
産
党

が
指
導
す
る
人
民
大
衆
が
革
命
根
拠
地
で
う
ち
た
て
た
人
民
民
主
独
裁
で

あ
り
、
そ
の
時
の
政
権
の
性
質
は
労
農
民
主
独
裁
の
政
権
で
し
た
。
な
ぜ

　
　
　
中
国
憲
法
学
の
今
日
的
課
題
（
董
・
西
村
”
通
山
）

な
ら
当
時
の
革
命
の
任
務
と
政
権
の
任
務
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命

の
任
務
を
解
決
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
生
産
手
段
私
有

制
を
変
更
し
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
を
新
民
主
主
義
と
呼
び
ま
す
。

　
第
二
の
段
階
は
、
新
中
国
の
成
立
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

時
、
新
民
主
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
移
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

応
じ
て
、
政
権
の
性
質
に
も
変
化
が
生
じ
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
が
人
民
民

主
独
裁
は
実
質
上
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
第
二

段
階
の
人
民
民
主
独
裁
に
つ
い
て
い
う
の
で
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
人
民
民
主
独
裁
が
実
質
上
プ
冒
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
と
い

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
主
と
し
て
、
①
指
導
力
、
G
D
階
級
的
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

礎
、
嵐
独
裁
の
機
能
、
W
歴
史
的
任
務
、
と
い
う
こ
の
四
つ
の
基
本
的
な

　
　
〃
U
　
　
　
　
　
　
　
　
G

側
面
か
ら
み
て
、
人
民
民
主
独
裁
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
基
本
的

に
一
致
す
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
民
民
主
独
裁
が
実
質
上
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
で

あ
る
の
は
、
　
一
九
四
九
年
（
の
建
国
の
時
）
か
ら
始
ま
る
の
で
は
あ
り
ま
す

が
、
し
か
し
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
六
年
ま
で
の
間
に
は
、
新
民
主
主

義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
が
存
在
し
ま
し
た
。
党
の
過
渡
期
の
総
路

線
に
つ
い
て
の
要
綱
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
「
わ
れ
わ
れ
が
革
命
の
性
質
の
転
化
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
、

新
民
主
主
義
革
命
の
段
階
の
基
本
的
な
終
了
と
社
会
主
義
革
命
の
段
階
の

開
始
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
政
権
の
転
化
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五



　
　
　
比
較
法
学
一
二
巻
二
号

で
あ
り
、
国
民
党
の
反
革
命
政
権
の
滅
亡
と
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
の

こ
と
で
あ
る
」
と
。

　
し
た
が
っ
て
、
全
国
的
範
囲
に
お
け
る
政
権
の
転
化
は
、
こ
の
点
で
決

定
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　
わ
れ
わ
れ
は
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
六
年
ま
で
の
過
渡
期
に
お
い

て
、
封
建
主
義
と
民
主
主
義
の
間
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
土
地
改
革

を
行
う
と
同
時
に
、
社
会
主
義
改
造
の
任
務
を
も
実
施
し
始
め
ま
し
た
。

そ
の
時
、
一
方
で
農
村
に
お
い
て
民
主
主
義
的
な
土
地
改
革
を
実
施
し
、

他
方
都
市
に
お
い
て
も
た
だ
ち
に
、
官
僚
資
本
主
義
の
企
業
を
接
収
し
、

そ
れ
を
社
会
主
義
企
業
に
か
え
る
こ
と
に
着
手
し
、
か
つ
ま
た
社
会
主
義

の
国
家
銀
行
を
設
立
し
ま
し
た
。
同
時
に
全
国
的
範
囲
に
お
い
て
、
社
会

主
義
の
国
営
商
業
と
協
同
農
商
業
の
設
立
に
着
手
し
、
あ
わ
せ
て
私
的
資

本
主
義
企
業
に
対
し
て
国
家
資
本
主
義
の
措
置
を
実
施
し
始
め
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
過
渡
期
に
お
い
て
は
、
民
主
主
義
革
命
の
任
務
を
解
決
す

る
と
と
も
に
、
社
会
主
義
革
命
の
任
務
を
も
解
決
し
、
両
者
が
交
叉
し
て

行
わ
れ
た
の
で
す
。

　
私
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
実
質
と
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
指
導
権
で
あ
る
、
と
考
え
ま
す
。

　
レ
ー
ニ
ン
は
た
び
た
び
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
問
題
を
論
じ
ま
し

た
が
、
か
れ
が
か
つ
て
述
べ
た
よ
う
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
と
は
、

一
つ
の
階
級
の
権
力
で
あ
り
、
い
か
な
る
も
の
と
も
分
有
し
な
い
権
力
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
六

あ
り
、
一
つ
の
階
級
す
な
わ
ち
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
手
の
な
か
に
掌
握

さ
れ
た
国
家
権
力
で
す
。
こ
れ
は
主
と
し
て
指
導
権
か
ら
い
っ
た
も
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
四
九
年
か
ら
人
民
民
主
独
裁
は
実
質
上
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
1
ト
独
裁
に
ほ
か
な
ら
な
い
も
の
に
な
り
始
め
た
の
で
す
が
、
新

民
主
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
転
化
が
完
成
し
た
の
は
一
九
五
六
年
に
い

た
っ
て
の
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
共
産
党
の
十
一
期
六
中
総
会

が
採
択
し
た
『
建
国
以
来
の
党
の
若
干
の
歴
史
問
題
に
か
ん
す
る
決
議
』

の
な
か
で
す
で
に
は
っ
き
り
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
と
直
接
呼
ば
ず
に
、
一
九

八
二
年
憲
法
は
依
然
と
し
て
人
民
民
主
独
裁
と
呼
ぶ
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
人
民
民
主
独
裁
と
い
う
言
い
方
を
用
い
た
ほ
う
が
、
中
国
の
国
情
に

よ
り
適
合
す
る
か
ら
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
御
承
知
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
民
主
主
義

者
か
ら
共
産
主
義
者
に
転
換
し
た
の
ち
の
最
初
の
重
要
な
著
作
で
あ
る

『
共
産
党
宣
言
』
の
な
か
に
は
、
別
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
と
い
う

言
葉
は
な
く
、
た
だ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
思
想
が
あ
る
だ
け
で
、

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
支
配
階
級
に
上
昇
し
、
民
主
主
義
を
か
ち
と
ら

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
文
言
が
あ
っ
た
だ
け
で
す
。
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
独
裁
と
い
う
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス
が
『
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』
や
『
ゴ
ー
ダ
綱
領
批
判
』
な
ど
の
論
文
の
な
か

で
提
起
し
た
も
の
で
す
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
当
時
主
と
し
て
、
イ
ギ
リ



ス
や
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
国
家
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な

西
欧
の
若
干
の
国
家
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
土

地
の
囲
い
込
み
運
動
の
の
ち
に
、
プ
チ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
極
め
て
少
な

く
な
り
、
基
本
的
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
い
っ

た
二
大
階
級
の
対
立
に
ほ
か
な
ら
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
、
直
接
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
対
し
て
向
け
ら

れ
て
い
わ
れ
た
も
の
で
す
。
当
時
は
決
し
て
東
方
の
国
家
を
念
頭
に
置
い

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
う
え
、
当
時
は
た
だ
理
論
が
あ
る
だ
け
で
、
ま
だ
実
践
が
存
在
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
は
、
だ
れ
も
実
際
に
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
①
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
　
一
八
七
一
年
の
バ
リ
・
コ
ミ
ュ
1
ン

は
、
プ
官
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
世
界
最
初
の
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
た
だ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
ヒ
ナ
型
に
す
ぎ

ず
、
決
し
て
完
備
さ
れ
た
も
の
で
も
な
く
、
そ
の
う
え
ま
も
な
く
失
敗
し

ま
し
た
。

　
②
第
二
の
サ
ン
プ
ル
は
、
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
で
す
。
レ
ー
ニ

ソ
は
、
ロ
シ
ア
革
命
の
経
験
に
も
と
づ
き
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
！
ト
独
裁
に
か
ん
す
る
理
論
を
い
ち
だ
ん
と
発
展
さ
せ
、
プ
・
レ
タ

リ
ア
ー
ト
独
裁
は
一
定
の
形
態
の
階
級
同
盟
で
あ
る
、
と
指
摘
し
ま
し

た
。
と
い
う
の
は
、
冒
シ
ア
に
は
西
欧
と
異
な
り
、
労
働
者
階
級
の
ほ
か

　
　
　
中
国
憲
法
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の
今
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に
さ
ら
に
多
く
の
農
民
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
レ

ー
ニ
ン
は
「
労
農
同
盟
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
最
高
原
則
で
あ

る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
レ
ー
ニ
ン
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁

は
勤
労
者
の
前
衛
で
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
人
数
の
多
い
非
プ
冒
レ

タ
リ
ア
ー
ト
で
あ
る
勤
労
階
層
（
プ
チ
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
、
小
営
業
主
、
農
民
、

知
識
分
子
な
ど
）
ま
た
は
か
れ
ら
の
大
多
数
と
結
ん
だ
特
別
の
形
態
の
階
級

同
盟
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
（
中
国
語
版
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
二
九

巻
、
三
四
三
ー
四
頁
）
。

　
③
さ
て
、
第
三
の
サ
ソ
プ
ル
は
、
一
九
四
九
年
の
中
国
革
命
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。
中
国
で
は
、
労
働
者
、
農
民
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
民
族
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
毛
沢
東
は
、
一
九
四
八
年
に

『
革
命
を
最
後
ま
で
遂
行
せ
よ
』
と
い
う
一
文
の
な
か
で
、
は
じ
め
て
人

民
民
主
独
裁
と
い
う
言
い
方
を
使
用
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
マ
ル
ク

ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
に
か
ん
す
る
理
論
と
中

国
の
状
況
を
結
び
つ
け
た
、
一
つ
の
発
展
で
あ
り
ま
す
。

　
人
民
民
主
独
裁
は
そ
れ
ゆ
え
に
た
だ
中
国
の
状
況
と
結
び
つ
け
た
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
も
う
一
種
類
の
形
態
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
将
来
、
そ

の
他
の
国
で
社
会
主
義
革
命
が
成
功
し
た
場
合
、
か
れ
ら
の
国
の
具
体
的

な
状
況
と
結
び
つ
け
て
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
独
裁
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る

で
し
ょ
う
が
、
し
か
し
そ
の
実
質
（
本
質
）
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
で
す
。
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現
在
、
世
界
に
は
、
「
ユ
ー
ロ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
一
つ

の
思
想
潮
流
が
出
現
し
、
　
「
民
主
社
会
主
義
」
の
モ
デ
ル
で
プ
ワ
レ
タ
リ

ア
！
ト
独
裁
に
と
っ
て
か
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は

党
規
約
の
な
か
か
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
を
抹
消
し
ま
し
た
。
ま
た

日
本
共
産
党
は
、
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
（
「
専
政
」
）
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
の
「
執
政
」
（
執
権
）
に
改
め
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
中
国
の
一
九
八
二
年
憲
法
が
、
人
民
民
主
独
裁
と

い
う
言
い
方
を
用
い
る
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
を
考
慮
し
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
①
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
六
年
ま
で
の
間
、
中
国
の
人
民

政
権
に
は
、
ま
だ
二
つ
の
階
級
同
盟
、
つ
ま
り
労
働
者
階
級
と
農
民
の
同

盟
、
労
働
者
階
級
と
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
上
層
プ
チ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
並
び
に
そ
れ
ら
の
知
識
分
子
と
の
同
盟
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
が
ま

ず
第
一
点
で
す
。

　
②
第
二
点
と
し
て
は
、
嚇
九
五
六
年
以
後
、
搾
取
階
級
が
階
級
と
し
て

は
す
で
に
消
滅
し
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
統
一
戦
線
は
さ
ら
に
拡
大
し
、

そ
れ
は
、
す
べ
て
の
社
会
主
義
的
な
勤
労
者
、
社
会
主
義
を
擁
護
す
る
愛

国
者
及
び
祖
国
の
統
一
を
擁
護
す
る
愛
国
者
に
よ
る
広
範
な
同
盟
を
含
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
も
愛
国
者
の
な
か
に
は
、
さ
ら
に
若
干

の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
分
子
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
人
民
民
主
独
裁
と

い
う
言
い
方
を
用
い
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
愛
国
者
を
団
結
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

二
〇
八

　
③
第
三
に
、
人
民
民
主
独
裁
と
い
う
言
い
方
は
、
字
面
の
う
え
か
ら
い

え
ば
、
民
主
が
あ
る
と
と
も
に
、
独
裁
も
あ
り
、
つ
ま
り
毛
沢
東
の
い
う

「
人
民
に
対
す
る
民
主
の
面
と
敵
に
対
す
る
独
裁
の
面
を
互
い
に
結
び
つ

け
た
も
の
が
、
人
民
民
主
独
裁
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
わ
け
で
す
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
西
村
幸
次
郎
教
授
な
ど
目
本
の
憲
法

学
者
も
、
す
ぐ
れ
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
㊧
　
中
国
の
目
下
の
立
法
体
制
は
何
級
か

　
こ
の
問
題
に
は
、
三
種
類
の
観
点
が
あ
り
ま
す
。
①
第
一
の
観
点
は
、

（
わ
が
国
に
は
）
た
だ
一
級
の
（
一
元
的
な
）
立
法
（
体
制
）
が
あ
る
だ
け
だ
、

と
考
え
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
が
、
国
家
の
立
法
権
は

た
だ
全
人
代
と
そ
の
常
務
委
だ
け
が
行
使
で
き
る
、
と
は
っ
き
り
と
規
定

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
中
央
の
レ
ベ
ル
に
の
み
立
法
権
が

あ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
②
第
二
の
観
点
で
は
、
二
級
の
（
二
元
的
な
）
立
法
体
制
で
あ
る
、
と
考

え
ま
す
。
理
由
は
、
一
九
八
二
年
憲
法
が
全
人
代
及
び
そ
の
常
務
委
が
立

法
権
を
行
使
す
る
、
と
定
め
る
と
同
時
に
、
さ
ら
に
省
の
レ
ベ
ル
（
省
、

自
治
区
、
直
轄
市
）
の
人
民
代
表
大
会
及
び
そ
の
常
務
委
が
、
憲
法
、
法

律
、
行
政
法
規
に
抵
触
し
な
い
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
地
方
的
法
規
を

制
定
で
ぎ
る
、
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
上
は

二
級
の
（
二
元
的
な
）
立
法
（
体
制
）
で
あ
る
、
と
み
る
の
で
す
。

　
③
第
三
の
観
点
は
、
（
わ
が
国
が
実
施
し
て
い
る
の
は
）
多
元
的
な
立
法
体



制
で
あ
る
、
と
考
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
法
律
（
基
本
法
）
、
法
律
、

行
政
法
規
、
地
方
的
法
規
、
自
治
条
例
及
び
単
行
条
例
を
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
国
家
機
関
が
制
定
す
る
点
に
着
目
す
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
こ
う
で

す
。
全
人
代
は
基
本
的
法
律
を
制
定
し
、
全
人
代
常
務
委
は
基
本
的
法
律

以
外
の
そ
の
他
の
法
律
を
制
定
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
最
高
国
家
権
力

機
関
の
立
法
も
ま
た
、
二
元
的
で
あ
り
、
さ
ら
に
く
わ
え
て
国
務
院
の
行

政
法
規
や
地
方
的
法
規
な
ど
が
あ
る
の
で
、
多
元
的
に
な
る
の
で
す
。

　
私
は
、
第
一
の
観
点
が
正
し
い
、
と
考
え
ま
す
。
中
国
で
は
、
中
央
一

級
の
（
一
元
的
な
）
立
法
（
体
制
）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
一
九
五
四
年
憲
法
は
か
つ
て
、
全
国
人
民
代
表
大
会
が
唯

一
の
立
法
機
関
で
あ
る
、
と
規
定
し
て
い
ま
し
た
。
一
九
八
二
年
憲
法
は

そ
れ
を
全
人
代
常
務
委
に
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。
ま
た
憲
法
第
百
条
が
は

っ
き
り
と
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
「
憲
法
、
法
律
、

行
政
法
規
と
抵
触
し
な
い
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
地
方
的
法
規
を
制
定

で
き
る
」
と
。
ま
た
国
務
院
の
「
行
政
法
規
」
は
別
に
法
律
と
い
う
範
疇

に
は
属
し
ま
せ
ん
。
地
方
的
法
規
は
さ
ら
に
「
法
律
」
と
解
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
二
元
的
立
法
及
び
多
元
的
立
法
（
体
制
）
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　
画
　
中
国
で
は
民
族
自
決
権
が
行
使
さ
れ
る
か

　
最
後
の
こ
の
問
題
に
は
二
つ
の
見
方
が
あ
り
ま
す
。
①
一
つ
は
、
中
国

で
は
す
で
に
民
族
自
決
権
を
行
使
し
た
と
考
え
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
わ
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が
国
で
民
族
区
域
自
治
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
各
民
族
の
代
表
が
一
致
し

て
採
択
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
一
種
の
民
族
自
決
権
の
現
わ
れ
に
ほ

か
な
ら
な
い
、
と
考
え
ま
す
。

　
②
も
う
一
つ
の
見
方
で
は
、
民
族
自
決
権
の
意
味
は
、
民
族
分
離
権
、

す
な
わ
ち
独
立
の
民
族
国
家
を
う
ち
た
て
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
を
含

み
、
こ
れ
は
わ
が
国
の
憲
法
の
規
定
に
違
反
す
る
、
と
考
え
ま
す
。
と
い

う
の
も
、
各
民
族
自
治
地
域
は
中
華
人
民
共
和
国
の
分
か
つ
こ
と
の
で
ぎ

な
い
一
部
で
あ
る
、
と
憲
法
が
定
め
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
も
し
わ

が
国
で
民
族
自
決
権
を
行
使
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
は
、
各
民

族
か
ら
な
る
祖
国
の
大
家
族
に
と
っ
て
不
利
で
あ
る
、
と
み
る
わ
け
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
で
は
、
民
族
自
決
権
を
行
使
す
る
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
、
と
考
え
ま
す
。

　
私
は
後
者
の
意
見
が
正
し
い
と
考
え
ま
す
。
レ
ー
ニ
ン
は
か
つ
て
、

『
民
族
自
決
権
に
つ
い
て
』
と
い
う
一
文
の
な
か
で
、
民
族
自
決
権
は
民

族
分
離
権
を
意
味
し
、
民
族
独
立
国
家
を
う
ち
た
て
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
は
っ
き
り
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
し
か
も
、
一
九
八
二
年
憲
法
第
四
条
で
「
各
民
族
自
治
地
域
は
い
ず
れ

も
中
華
人
民
共
和
国
の
分
か
つ
こ
と
の
で
き
な
い
一
部
で
あ
る
」
と
は
っ

き
り
と
定
め
て
い
ま
す
。
新
中
国
が
成
立
し
た
の
ち
、
帝
国
主
義
は
か
つ

て
新
彊
に
い
わ
ゆ
る
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
」
や
「
南
彊
王
国
」
な

ど
を
樹
立
し
よ
う
と
は
か
り
ま
し
た
。
一
九
五
九
年
に
発
生
し
た
チ
ベ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
〇
九
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ト
事
件
な
ど
は
い
ず
れ
も
分
離
が
各
民
族
人
民
に
と
っ
て
不
利
な
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。
中
国
は
単
一
制
の
国
家
で
あ
り
、
民
族
自
決
権
は
行

使
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
決
し
て
、
植
民
地
、
半
植
民
地
国
家
に
対
し
て

は
、
こ
の
ス
・
ー
ガ
ン
を
放
棄
し
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
は
被
抑
圧
民
族
が

民
族
自
決
を
実
行
し
、
植
民
地
主
義
の
奴
隷
的
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ

う
主
張
し
ま
す
。

三
　
結
び
に
か
え
て

　
こ
れ
ま
で
お
話
し
た
の
は
、
極
め
て
簡
単
な
概
括
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ

の
ほ
か
に
も
、
違
憲
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
国
で
は
憲

法
の
実
施
を
監
督
す
る
専
門
機
関
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と

い
っ
た
問
題
が
あ
り
、
憲
法
と
経
済
体
制
改
革
、
憲
法
と
政
治
体
制
改

革
、
地
方
国
家
権
力
機
関
の
役
割
に
か
ん
す
る
問
題
、
香
港
基
本
法
の
性

質
の
問
題
等
々
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
国
憲
法
学
が
研
究
を
行

う
必
要
の
あ
る
新
し
い
課
題
で
す
。

　
中
国
憲
法
学
研
究
会
は
今
年
の
十
一
月
に
鄭
州
で
憲
法
と
政
治
体
制
改

革
に
か
ん
す
る
討
論
会
を
開
催
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

　
中
国
に
お
け
る
都
市
を
重
点
と
し
た
経
済
体
制
改
革
全
体
は
、
実
質
上

全
面
的
な
改
革
で
あ
り
、
そ
れ
は
経
済
体
制
改
革
に
及
ぶ
の
み
な
ら
ず
、

文
化
、
科
学
技
術
、
教
育
等
の
領
域
の
改
革
に
も
及
び
、
さ
ら
に
重
要
な

二
一
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こ
と
は
、
政
治
体
制
の
改
革
に
も
関
連
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
一
九
八
O
年
以
来
、
郵
小
平
同
志
は
た
び
た
び
政
治
体
制
改
革
の
問
題

に
言
及
し
て
い
ま
す
。
か
れ
は
一
九
八
六
年
七
月
十
四
日
に
、
北
朝
鮮
の

党
と
政
府
の
代
表
団
と
会
見
し
た
際
に
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
「
今
後
五
年
内
に
、
中
国
は
都
市
の
経
済
体
制
改
革
を
完
成
し

な
け
れ
ぽ
な
ら
ず
、
実
際
上
そ
れ
は
、
全
面
的
な
経
済
体
制
改
革
で
あ

り
、
そ
の
な
か
に
は
、
あ
る
若
干
の
政
治
体
制
改
革
も
含
ま
れ
る
」
と
。

か
れ
は
さ
ら
に
、
政
治
体
制
改
革
は
全
局
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
一

定
の
期
間
を
費
や
し
て
、
調
査
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
、
と
も
述
べ
て

い
ま
す
。
現
在
ま
さ
に
、
掘
り
下
げ
た
、
系
統
的
な
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
の
十
月
に
開
催
さ
れ
る
党
の
十
三
全
大
会
は
、

中
国
の
国
情
に
合
致
し
、
適
切
で
行
う
こ
と
の
で
き
る
改
革
プ
ラ
ン
を
定

め
、
政
治
体
制
改
革
の
原
則
、
内
容
、
重
点
及
び
段
取
り
を
一
段
と
明
確

な
も
の
に
す
る
で
し
ょ
う
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
体
制
改

革
の
掘
り
下
げ
た
発
展
と
社
会
主
義
現
代
化
建
設
の
要
求
に
適
合
し
た
も

の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
一
九
八
二
年
憲
法
は
こ
の
二
つ
の
側
面
の
改
革
の
順
調
な
進
展
を
保
障

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
改
革
の
掘
り
下
げ
た
発
展
に
つ
れ

て
、
憲
法
の
あ
る
若
干
の
規
定
は
う
ち
破
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例

え
ぽ
、
そ
れ
は
所
有
制
の
問
題
や
、
国
家
制
度
の
な
か
の
あ
る
若
干
の
不

備
と
み
ら
れ
る
問
題
に
か
ん
す
る
規
定
な
ど
で
す
。
し
か
し
、
憲
法
は
国



家
の
根
本
大
法
で
あ
り
、
相
対
的
な
安
定
性
を
も
つ
必
要
が
あ
り
、
客
観

的
な
状
況
の
発
展
の
条
件
が
熟
し
た
の
ち
に
、
は
じ
め
て
憲
法
の
う
え
に

反
映
さ
せ
う
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
、
今
世
紀
末
ま
で
に
は
、

小
さ
な
、
部
分
的
な
改
正
は
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
根
本
的
な
改

正
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
ま
す
。

　
時
間
の
関
係
で
た
だ
簡
単
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
御
清
聴
を
感
謝
し
ま

す
。

中
国
憲
法
学
の
今
日
的
課
題
（
董
・
西
村
H
通
山
）
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